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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおけるユーザ機器(UE)において動作可能なワイヤレス通
信の方法であって、
　送信電力を有する複数のアップリンク送信を送信するステップと、
　前記送信電力、最大送信電力レベル(MTPL)、および最大電力低減(MPR)の関数として送
信電力マージンを計算するステップと、
　少なくとも所定のしきい値時間量の間、前記送信電力マージンがしきい値レベル以下で
あるとの決定に応答して、前記UEの前記送信電力が前記MTPLに達していることを示す測定
報告の送信をトリガするステップと、
　送信電力制御(TPC)コマンドを受信するステップと、
　前記送信電力マージンの以前の値が前記しきい値レベル以下であり、前記受信されたTP
CコマンドがDOWNコマンドではない場合に、前記送信電力マージンを前記しきい値レベル
に等しく設定するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記送信電力マージンを前記計算する前記ステップが、
　シグナリングされたフィルタ係数を利用して、前記送信電力、前記MTPL、および前記MP
Rの前記関数を計算するステップ
を含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記関数が、
　f(TRk-MTPL+MPRk)
を含み、
　ここにおいて、
　TPkが、時間kにおける前記UEの前記送信電力であり、
　MTPLが、前記最大送信電力レベルであり、
　MPRkが、前記最大電力低減値であり、
　f()が、ネットワークによってシグナリングされたフィルタリングである、請求項1に記
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載の方法。
【請求項４】
　前記測定報告が、UMTSネットワークのためのイベント6D報告を含む、請求項1に記載の
方法。
【請求項５】
　前記所定のしきい値時間量が、前記イベント6D報告に対応するトリガ時間情報要素によ
って示される、請求項4に記載の方法。
【請求項６】
　前記アップリンク送信が、高速専用物理制御チャネル(HS-DPCCH)送信を含む、請求項1
に記載の方法。
【請求項７】
　請求項1に記載の方法を実行するための手段を備えるユーザ機器。
【請求項８】
　プロセッサによって実行されたときに請求項１に記載の方法を実行するコードを含むコ
ンピュータ可読記録媒体。
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